
Active Human

桂 三枝桂 三枝
[ 落語家 ]

特 集

DISASTER MANAGEMENT NEWS

内閣府（防災担当） 
Cabinet Office, Government of Japan

東日本大震災から学ぶ東日本大震災から学ぶ

平成 23年秋号

2011 No. 64

ぼ う さ い



ぼ う さ い      秋 号  ( 第64 号 )

北
海
道
南
西
部
、
支
笏
湖
の
南
に
位
置
す

る
樽
前
山
（
１
０
４
１
ｍ
）。
そ
の
火

山
活
動
は
、
お
よ
そ
９
０
０
０
年
前
か
ら
始
ま

り
、
江
戸
時
代
以
降
、
数
多
く
の
噴
火
記
録
が

残
っ
て
い
る
。

１
６
６
７
年
と
１
７
３
９
年
に
発
生
し
た

大
規
模
噴
火
で
は
、
大
量
の
軽
石
や
火
山
灰
が

降
り
、
流
れ
広
が
っ
た
火
砕
流
に
よ
っ
て
山
麓

の
森
林
が
焼
き
払
わ
れ
た
。
１
７
３
９
年
の
噴

火
の
際
は
、
山
頂
部
に
約
１
・
２
×
１
・
５
km
の

外
輪
山
が
形
成
さ
れ
た
。

１
９
０
９
年
の
噴
火
で
は
、
１
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
鳴
動
や
噴
煙
、
降
灰
を
繰
り
返
し
、

４
月
に
起
き
た
噴
火
で
、
山
頂
に
鎮
座
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
溶
岩
ド
ー
ム
（
円
頂
丘
）
が

つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
噴
出
し
た
溶
岩
の
粘

性
が
高
い
た
め
、
火
口
の
外
側
へ
あ
ふ
れ
ず
に

ド
ー
ム
状
に
盛
り
上
が
っ
て
で
き
た
も
の
だ
。

こ
の
溶
岩
ド
ー
ム
は
、
１
９
６
７
年
に
北
海
道

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ド
ー
ム
周
辺
は
、
今
も
地
熱
や
噴
気
が
み
ら

れ
る
。
現
在
の
山
名
「
た
る
ま
え
」
は
、
ア
イ

ヌ
語
の
タ
ロ
イ
・
マ
イ
（
川
岸
の
高
い
と
こ
ろ
）

に
由
来
す
る
が
、
か
つ
て
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
オ

フ
イ
ヌ
プ
リ
（
燃
え
る
山
）
と
呼
ば
れ
て
い
た

と
言
わ
れ
る
。

燃える山

プリンのような形をしたユニークな樽前山溶岩ドーム

樽前山
活動的で特に重点的に観測研究を行うべき火山に指定されている。平成 19 年 12 月 1日に噴火予報（噴火警戒レベル１、平常）が
発表され、その後、予報警報事項に変更はない（9月 1日現在）。

樽
たるまえざん

前山

Vol. 19

北海道

2



ぼ う さ い      秋号  ( 第64 号 )3

ポスターでどんな表現をしようかとずっ
と考えていたある日、トランプを見て「災
害時の切り札」という言葉を思いついた。そ
こで、3枚のカードを用い、3人の人物を象徴的に
表現することにした。
・1人目のスコップを持つ「キング」は、助けを待つだけの被災者ではなく、
他者を助ける災害ボランティアとして描いた。
・2人目の「クイーン」は、炊き出しのイメージで、手におにぎりを持
たせた。
・3人目の「ジャック」には、避難袋を背負わせ、普段からの準備の大
切さを表現。手にはメガホンを持たせ、避難誘導をしているイメージで
描いた。
大きな災害が起こった場合は、各地で同時に被害が発生する上に道路や
情報網も寸断されるので、公の救助がすぐに来てくれるとは限らないと思
う。だから、緊急を要する救助や、災害の後始末などをするためには、隣
近所や地域での助け合いが絶対に必要になるということを伝えたかった。
学生生活最後の取り組みに大臣賞を受賞することができ、嬉しく思っ
ている。

中学生・高校生の部 
長崎県　県立佐世保北高等学校　２年 

竹内  翔祐（たけうち  しょうすけ）さん

第 26 回
防災ポスターコンクール
防災担当大臣賞

受賞者の声

  2    日本の火山　Vol. 19 
樽前山  （北海道）

  4 	  特集	

東日本大震災
から学ぶ 
〜いかに生き延びたか〜

11  Disaster Management News——防災の動き 

・平成 23 年度総合防災訓練 
   ～東日本大震災の経験を踏まえた実践的な 
   訓練を実施～ 

・ワルストロム国連事務総長特別代表 
   （防災担当）が平野防災担当大臣を 
   表敬訪問 
・中央防災会議 
   「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・ 
   津波対策に関する専門調査会」報告 

 

 

・平成 23 年７月新潟・福島豪雨／ 
   平成 23 年台風第 12 号 
・東日本大震災からの復興基本方針

17  防災 Q & A 

被災地でボランティア活動をしたいの
ですが気を付けることは何ですか。 
危機管理教育研究所　危機管理アドバイザー 

国崎 信江 

一日前プロジェクト　第 19 回

18   Acrive Human List 7 

桂三枝さん [ 落語家 ]

20   過去の災害に学ぶ 33 

1947 年 9 月 
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群馬大学大学院工学研究科教授 

清水 義彦 

22  防災リーダーと地域の輪　第 8 回 

大人も子どもも一緒に行う 
地域防災力向上作戦 
奈良県北葛城郡上牧町「西大和６自治会連絡会」 
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釜
石
東
中
学
校
の 

み
な
さ
ん
の
報
告

ま
ず
は
、
岩
手
県
釜
石
市
立
釜
石
東

中
学
校
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
貴
重
な
体

験
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
が
東
北
地

方
沿
岸
部
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

な
か
、
岩
手
県
釜
石
市
内
の
児
童
・
生

徒
の
多
く
が
無
事
で
し
た
。
こ
の
事
実

は
『
釜
石
の
奇
跡
』
と
呼
ば
れ
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
な
か
で

も
、
海
か
ら
わ
ず
か
５
０
０
ｍ
足
ら
ず

の
近
距
離
に
位
置
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
釜
石
市
立
釜
石
東
中
学
校
と

鵜う
の
す
ま
い

住
居
小
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
約

５
７
０
名
は
、
地
震
発
生
と
同
時
に
全

員
が
迅
速
に
避
難
し
、
押
し
寄
せ
る
津

波
か
ら
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
防
災
教
育

が
実
を
結
び
、
震
災
発
生
時
に
学
校
に

い
た
児
童
・
生
徒
全
員
の
命
を
大
津
波

か
ら
守
っ
た
の
で
す
。

一
体
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
防
災

教
育
が
行
わ
れ
、
震
災
当
時
に
は
ど
の

よ
う
な
行
動
が
取
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
報
告
会
で
貴
重
な
お
話
を
し
て
く

れ
た
の
は
、
釜
石
東
中
学
校
の
生
徒
指

導
部
長
の
齋
藤
真
先
生
、
２
年
生
の
紺

野
堅
太
く
ん
・
柏
﨑
楓
さ
ん
、
３
年
生

の
金
野
葵
さ
ん
・
川
崎
杏
樹
さ
ん
の
5

名
の
み
な
さ
ん
で
す
。
そ
の
報
告
は
、

防
災
教
育
に
対
す
る
示
唆
に
富
ん
だ
も

の
で
し
た
。

防
災
教
育
の
大
前
提
１

常
に
真
剣
に
取
り
組
む

「
防
災
訓
練
に
対
し
て
、
い
か
に
生
徒

た
ち
に
真
剣
に
取
り
組
ま
せ
る
か
。
そ

れ
が
指
導
す
る
際
に
最
も
大
事
に
す
る

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
」

齋
藤
先
生
は
そ
う
強
調
し
ま
す
。
こ

う
し
た
訓
練
で
は
生
徒
た
ち
が
遊
び
半

分
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
釜
石
東
中
学
校
の
場
合
は
ま
さ
に

真
剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
釜
石
市
が
過
去
に
明
治

三
陸
地
震
大
津
波
（
１
８
９
６
年
）、
昭

和
三
陸
地
震
大
津
波
（
１
９
３
３
年
）、

チ
リ
地
震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
と
、

三
度
も
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
る
と
い

う
歴
史
的
背
景
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

三
陸
地
方
に
は
『
い
の
ち
て
ん
で
ん
こ
』

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。「
津
波

が
来
た
ら
、
家
族
が
て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ

で
も
と
に
か
く
逃
げ
ろ
」
と
い
う
教
訓

で
す
。
根ね
ば
ま浜

海
岸
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る

釜
石
東
中
学
校
の
生
徒
に
と
っ
て
、
地

震
と
津
波
に
対
す
る
防
災
訓
練
は
、
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
現
実
に
向

け
た
、
真
剣
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
大

切
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

4

８月20日・21日に開催された「防災フェア2011」では、岩手県釜石市立釜石東中学校の先生、
生徒、岩手県陸前高田市米崎小学校避難所運営役員を務めた佐藤一男さん、そして田村圭子

新潟大学危機管理室教授による東日本大震災の体験報告会が開かれました。
「より多くの人たちに、震災から学びえたことを伝えたい」。そのような思いで語られた貴重な
お話です。みなさんも災害への備えについて、家族や友人ともう一度話し合ってみませんか。

東日本大震災から学ぶ
〜いかに生き延びたか〜

特集

貴重な体験を聞こうと多くの人たちが集まった体験報告会会場 ( 左 )、報告会で発表中の釜石東中学校のみなさん（右）
（橋詰芳房　撮影）
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防
災
教
育
の
大
前
提
２

自
分
で
判
断
・
行
動
で
き
る

力
を
育
む

「
例
え
ば
避
難
訓
練
の
際
に
、
あ
る
生

徒
を
保
健
室
に
待
機
さ
せ
て
お
き
、
そ

れ
を
生
徒
た
ち
に
知
ら
せ
な
い
で
開
始

し
た
り
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
子
供
た
ち

は
「
○
○
君
が
い
な
い
」
と
焦
り
ま
す
。

そ
の
時
に
彼
ら
が
ど
う
動
く
か
を
、
私
た

ち
教
師
は
見
る
わ
け
で
す
」（
齋
藤
先
生
）

そ
の
行
動
に
反
省
点
が
あ
れ
ば
、
先
生

方
は
す
ぐ
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
。

そ
う
し
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
要
素
を
適
度

に
盛
り
込
む
な
ど
、
釜
石
東
中
学
校
で
は

訓
練
に
際
し
て
先
生
の
指
示
に
従
う
だ
け

で
な
く
、
生
徒
自
ら
が
状
況
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
判
断
し
、
行
動
で
き
る
力
を
育

ん
で
き
ま
し

た
。
も
し
も

登
下
校
時
に

地
震
が
起
き

た
際
は
、
生

徒
た
ち
自
身

が
ど
こ
に
避

難
す
べ
き
か

を
判
断
し
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ

れ
は
非
常
に

重
要
な
要
素

と
言
え
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
大
前
提
の
他
に
も
、
釜

石
東
中
学
校
で
は
防
災
教
育
を
学
校
内

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
も
の
と

し
て
捉
え
て
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
具
体
的
な
内
容
を
、
こ
れ
か
ら
順

を
追
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

防
災
教
育
の
狙
い

命
を
守
る
３
つ
の
柱

釜
石
東
中
学
校
の
防
災
教
育
の
狙
い

は
、
以
下
の
３
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

１
．
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

２
．
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ

３
．
防
災
文
化
の
継
承

　
１
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
災
害
時

に
自
分
で
判
断
し
、
行
動
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
２
で
は
、
例
え
ば
、
小
学

生
の
誘
導
や
災
害
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、
中
学
生
に
で
き
る
活
動
を
学
び

ま
す
。
そ
し
て
３
で
は
、
地
域
に
伝
わ
る

津
波
の
恐
ろ
し
さ
と
命
を
守
る
知
恵
を
学

び
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る

よ
う
に
生
徒
を
導
き
ま
す
。

こ
の
狙
い
に
基
づ
い
て
09
年
に
発
足

し
た
の
が
『
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
︲
レ
ス
キ
ュ
ー
』

と
い
う
全
校
防
災
学
習
で
す
。
こ
れ
は

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
＝
東
中
生
、
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ

＝
手
助
け
、
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
＝
学
習
す
る
、

Ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
＝
津
波
か
ら
取
っ
た

言
葉
で
、
10
年
度
に
は
５
段

階
の
防
災
教
育
を
積
み
重
ね

ま
し
た
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
‐
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動

第
１
弾

小
中
合
同
避
難
訓
練

道
路
を
挟
ん
で
真
向
い
に

隣
接
す
る
鵜
住
居
小
学
校
と
の

合
同
避
難
訓
練
を
６
月
14
日
に

実
施
。
安
全
を
確
保
し
た
う
え

で
小
学
生
を
手
助
け
す
る
よ
う

訓
練
し
ま
し
た
。
具
合
の
悪
い

子
供
や
怪
我
人
が
い
る
こ
と
も

想
定
し
、
リ
ヤ
カ
ー
、
お
ん
ぶ
、
肩
貸
し

な
ど
も
練
習
し
て
い
ま
す
。

「
リ
ヤ
カ
ー
は
か
な
り
有
効
だ
と
思

い
ま
す
。
被
災
直
後
、
誰
も
が
走
っ
て

逃
げ
ら
れ
る
状
態
に
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
リ
ヤ
カ
ー
に
は
４
〜
５
人
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
災
害
時
に
非

常
に
役
立
ち
ま
す
」（
齋
藤
先
生
）

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
‐
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動　

第
２
弾

宮
古
工
業
高
校
か
ら
学
ぶ

09
年
度
の
『
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
』
の

高
校
の
部
で
「
ぼ
う
さ
い
大
賞
」
に
輝

い
た
岩
手
県
宮
古
市
の
県
立
宮
古
工
業

高
校
の
皆
さ
ん
を
７
月
５
日
に
学
校
に

招
き
、
自
作
の
津
波
浸
水
模
型
を
使
っ

て
津
波
が
ど
う
押
し
寄
せ
る
か
を
実
演

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
津
波
の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ど
う
行
動
す
る
か
を

考
え
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
思
い
ま
し
た
」（
紺
野
く
ん
）

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
‐
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動　

第
３
弾

安
否
札
１
０
０
０
枚
配
布

安
否
札
と
は
09
年
に
生
徒
自
ら
考
案

し
た
も
の
で
、
災
害
時
に
避
難
し
た
と

い
う
札
を
玄
関
先
に
掲
げ
る
こ
と
で
、

消
防
団
や
捜
索
隊
員
が
家
に
入
っ
て
確

認
し
な
く
て
も
状
況
が
わ
か
る
と
い
う

札
で
す
。
視
認
性
の
高
い
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
防
水
の
た
め
に
ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
ま

す
。
７
月
24
日
に
地
域
に
１
０
０
０
枚

5

隣接する鵜住居小学校との合同避難訓練
（釜石東中学校　提供）

宮古工業高校による模型を使った津波実演
（釜石東中学校　提供）
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配
布
し
ま
し
た
。

配
布
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
地
区

長
の
全
面
的
協
力
を
得
て
、
地
区
長
の

呼
び
か
け
で
集
ま
っ
て
く
れ
た
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
生
徒
が
各
戸
を
回
り
ま

し
た
。「
単
に
渡
し
て
受
け
取
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
は
な
い
、
本
当
の
交
流
も
数

多
く
生
ま
れ
ま
し
た
」（
柏
﨑
さ
ん
）。

齋
藤
先
生
は
こ
う
も
付
け
加
え
ま
し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
孫
み
た
い
な
子
た
ち
が
家
に
来
て

一
生
懸
命
に
説
明
を
し
て
く
れ
る
こ
と

を
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
だ
か
ら
、
安
否
札
を
大
事
に
し
て

く
れ
る
ん
で
す
。
実
際
に
震
災
後
に
安

否
札
を
掲
げ
て
い
た
家
が
、
い
く
つ
か

あ
っ
た
ん
で
す
よ
」。

安
否
札
は
学
校
と
地
域
を
結
び
つ
け

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、

被
災
後
に
お
い
て
も
地
域
住
民
に
役
立

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
‐
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動　

第
４
弾

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ス
ト

全
校
を
各
学
年
混
合
の
10
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
地
域
の
方
や
専
門
家
の
方
を

招
い
て
９
月
に
行
っ
た
体
験
活
動
で
す

（
表
参
照
）。
災
害
時
に
「
助
け
る
人
」

に
な
れ
る
よ
う
に
と
の
考
え
か
ら
、
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
‐
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動　

第
５
弾

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員

１
級
合
格
者

こ
れ
は
生
徒
の
励
み
と
す
る
た
め
の

学
校
独
自
の
１
級
か
ら
５
級
ま
で
の
認

定
制
度
で
、
積
極
的
に
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
行
事
に
参
加
し
た
生
徒

に
は
１
、２
級
を
認
定
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
15
名
ほ
ど
が
１
級
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
す
べ
て
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
釜
石
東
中
学
校
は
『
ぼ
う
さ
い
甲

子
園
』
の
優
秀
賞
（
09
年
、10
年
）
受
賞
、

ま
た
、
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

実
践
団
体
（
10
年
、
11
年
）
に
も
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
際
に
は
、
訓
練
の
積
み
重
ね
が
功

を
奏
し
て
、
子
供
た
ち
の
命
を
救
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

避
難
時
の
対
応
１

冷
静
さ
を
保
っ
て
素
早
く

避
難２

０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
頃
、

地
震
が
起
き
た
の
は
生
徒
た
ち
が
放
課

後
の
部
活
動
の
準
備
を
し
て
い
る
真
っ

最
中
で
し
た
。
訓
練
通
り
に
全
員
が
校

庭
に
集
ま
る
と
、「
点
呼
は
い
い
か
ら
、

す
ぐ
に
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
（
指
定
避
難

場
所
）
に
走
り
な
さ
い
」
と
い
う
指
示

が
先
生
か
ら
出
ま
す
。

「
私
た
ち
は
い
つ
も
避
難
訓
練
で
走
っ

て
い
た
避
難
路
を
必
死
で
走
り
ま
し
た
。

ご
ざ
い
し
ょ
の
里
ま
で
５
０
０
ｍ
。
訓

練
時
よ
り
も
足
が
重
く
、
震
え
て
息
が

早
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
何
と
か

辿
り
着
き
、＂
避
難
訓
練
の
通
り
に
し
て

い
れ
ば
大
丈
夫
”
と
心
の
中
で
何
度
も

と
な
え
な
が
ら
、
素
早
く
整
列
し
て
点

呼
を
取
り
ま
し
た
」（
金
野
さ
ん
）。

少
し
し
て
小
学
生
の
児
童
た
ち
が
合

流
。
す
ぐ
に
「
こ
こ
は
崖
崩
れ
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
も
っ
と
高
い
所
、

山
崎
デ
イ
ケ
ア
ま
で
避
難
し
ま
す
」
と

い
う
副
校
長
先
生
の
指
示
が
出
ま
す
。

避
難
時
の
対
応
２

周
囲
の
状
況
を
把
握
し

即
座
に
対
応

6

地域の皆さんに使い方を説明しながら安否札を手渡し
（釜石東中学校　提供）

防災ボランティーストの体験活動
活動項目 概　　　要

①防災マップづくり 町内会長さんの案内で、学校周辺の安全な場所をマップ化して配布。

②救急搬送 釜石市消防署の協力で、救急搬送の注意点と方法を体験。

③応急措置 日赤釜石地区安全奉仕団の協力で、三角巾１枚で傷を手当てする応急処置法を体験。

④水上救助 市営プールで、背後から救助する方法を体験。

⑤炊き出し 釜石市赤十字奉仕団など４団体の協力で、米・水・梅干しを入れて大釜で炊く方法を体験。

⑥防火練習 釜石消防団第６分団の協力で、初期消火の重要性やバケツリレーを体験。

⑦両石地区フィールドワーク 両石町内会長さんから「いのちてんでんこ」を語り継ぐことの大切さを学習。

⑧片岸地区フィールドワーク 過去の津波の高さを再確認し、竹と毛布による担架づくりを体験。

⑨風水害 盛岡気象台の出前講座で、風水害の危険性を学習。

⑩海難救助 釜石海上保安部の協力で、海難救助の際のロープ結びや心肺蘇生法を学習。
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生
徒
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
訓
練
通
り
、

小
学
生
の
手
を
引
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

５
０
０
ｍ
先
の
高
台
に
あ
る
介
護
福
祉

施
設
を
目
指
し
ま
す
。
ご
ざ
い
し
ょ
の

里
が
津
波
に
の
ま
れ
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
間
も
な
い
こ
と
で
し
た
。

「
気
持
ち
を
落
ち
着
け
な
が
ら
、
小
学

生
に
＂
大
丈
夫
だ
よ
、大
丈
夫
だ
か
ら
ね
”

と
話
し
か
け
ま
し
た
。
私
た
ち
が
し
っ

か
り
し
な
き
ゃ
と
、
泣
き
そ
う
な
ほ
ど

怖
い
気
持
ち
を
、
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
」

（
金
野
さ
ん
）　

介
護
福
祉
施
設
に
到
着
し
た
直
後
、

施
設
の
裏
手
か
ら
轟
音
が
響
き
渡
り
ま

す
。「
津
波
が
来
た
ぞ
。
逃
げ
ろ
！
」

と
い
う
大
人
た
ち
の
叫
び
声
。
子
供
た

ち
は
さ
ら
に
そ
の
上
の
国
道
に
向
か
っ

て
無
我
夢
中
で
走
り
続
け
ま
す
。
も
う

こ
れ
以
上
は
山
し
か
な
い
と
い
う
国
道

沿
い
の
石
材
店
ま
で
辿
り
着
き
、
子
供

た
ち
は
思
わ
ず
道
路
の
真
ん
中
に
し
ゃ

が
み
こ
み
ま
し
た
。
彼
ら
の
目
の
前
に

は
、
見
慣
れ
た
街
並
み
が
津
波
に
の
ま

れ
、
押
し
流
さ
れ
て
い
く
信
じ
ら
れ
な

い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
す
べ

て
が
避
難
開
始
か
ら
30
分
足
ら
ず
の
出

来
事
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

一
生
懸
命
に
普
段
通
り
を

大
切
に

今
回
の
震
災
で
約
７
割
の
生
徒
が
住

む
家
を
無
く
し
、
通
う
べ
き
学
校
も
無

く
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
悲
惨
な
状
況
の

な
か
、
生
徒
た
ち
は
被
災
後
４
日
目
か

ら
、
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
住
民
の

名
簿
づ
く
り
を
自
発
的
に
始
め
て
い
ま

す
。
被
災
後
最
初
の
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
︲
レ
ス

キ
ュ
ー
の
活
動
で
し
た
。

い
ま
、
生
徒
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
復

興
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
歩
み
始
め
て

い
ま
す
。
防
災
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
と
い
う
問
い
か
け
に
、
川
崎
さ
ん
が

代
弁
し
た
彼
ら
の
言
葉
は
貴
重
な
答
え

を
導
き
出
し
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
＂
釜
石
の
奇
跡
”
と
呼
ば

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
で
も
、
こ
れ
は
私

た
ち
の
普
段
の
取
り
組
み
が
起
こ
し
た

も
の
で
、
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
先
生
方
は
＂
普
段
を
し
っ
か

り
し
な
さ
い
。
勉
強
の
時
は
学
習
の
ル
ー

ル
を
大
切
に
し
、
部
活
の
時
は
練
習
を

大
事
に
し
、
行
事
で
は
何
の
た
め
に
行
っ

て
い
る
か
を
考
え
て
真
剣
に
取
り
組
み

な
さ
い
”
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

先
生
方
は
＂
普
段
を
し
っ
か
り
し
て

い
れ
ば
、
本
番
で
は
普
段
以
上
の
力
を

出
せ
る
”
と
も
言
っ
て
い

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

言
葉
を
信
じ
、
し
っ
か
り

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
実
際
に
、
災
害
時
に
は

普
段
以
上
の
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

後
か
ら
聞
く
と
、＂
崖
が

崩
れ
て
危
な
い
か
ら
、
も
っ

と
上
に
避
難
し
た
方
が
い

い
”
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

の
は
、
近
く
に
住
む
お
ば

あ
さ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

普
段
何
気
な
く
聞
い
て
い

る
大
人
の
話
、
お
年
寄
り
の

話
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
か
と

い
う
こ
と
を
、
い
ま
、
私

た
ち
は
痛
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
お
か
げ
で

生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、
私
た

ち
は
前
に
歩
い
て
い
き
ま
す
。
一
生
懸

命
、
普
段
通
り
を
大
切
に
し
ま
す
。
先

生
方
は
こ
う
も
言
い
ま
し
た
。＂
で
き
な

い
こ
と
よ
り
、
で
き
る
こ
と
を
数
え
よ

う
。
や
れ
ば
で
き
る
。
震
災
に
負
け
な

い
で
い
こ
う
な
”
と
。

そ
の
通
り
で
す
。
私
た
ち
は
負
け
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
笑
っ
て
、
た
く
さ
ん

最
高
の
経
験
を
し
て
、
み
ん
な
で
支
え

合
っ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
で
す
」

7

３月 11 日、東日本大震災当日。一緒に避難する釜石東中学校生徒と鵜住居小学校の児童たち

東日本大震災による津波が去ったあとの釜石東中学校
（釜石東中学校　提供）
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米
崎
小
学
校
避
難
所 

運
営
役
員 

佐
藤
一
男
さ
ん
の
報
告

釜
石
東
中
学
校
の
み
な
さ
ん
に
続
い

て
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
立
米
崎
小
学

校
の
避
難
所
で
運
営
役
員
を
務
め
た
佐

藤
一
男
さ
ん
が
、
避
難
所
運
営
の
際
の

重
要
な
点
に
つ
い
て
報
告
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
ど
れ
も
が
説
得
力
に
富
ん
だ
、

重
み
の
あ
る
言
葉
で
し
た
。

急
を
要
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
役

員
の
選
定

「
お
前
は
小
学
校
に
娘
を
迎
え
に
行

け
。
オ
レ
は
息
子
を
連
れ
に
保
育
園
に

行
く
。
別
々
に
行
動
す
る
ん
だ
。
合
流

は
高
台
の
叔
父
さ
ん
の
家
。
何
回
も
話

を
し
ま
し
た
よ
。
地
震
が
来
た
ら
家
に

戻
る
な
」

震
災
当
日
の
模
様
を
克
明
に
描
写
す

る
佐
藤
さ
ん
の
語
り
に
、
会
場
は
水
を

打
っ
た
よ
う
に
静
ま
り
返
り
ま
し
た
。

避
難
所
の
体
育
館
で
は
、
ま
ず
第
一
に

靴
を
脱
が
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
佐
藤

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
い
つ
余
震
が
起
き

て
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か

ら
で
す
。
脱
出
時
に
靴
を
履
く
た
め
に

玄
関
に
一
気
に
集
中
し
た
ら
、
大
怪
我

の
も
と
に
も
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
体

育
館
の
中
で
は
全
員
が
土
足
で
し
た
。

役
員
の
選
定
を
行
っ
た
の
は
、
震

災
後
４
日
目
の
こ
と
。
佐
藤
さ
ん
は

運
営
役
員
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
鍵
と
な
っ
た

の
は
消
防
団
の
副
部
長
と
い
う
社
会

的
な
立
場
で
す
。

「
消
防
団
の
半は
ん
て
ん纏

と
い
う
の
は
、
い

わ
ば
水
戸
黄
門
の
印い
ん
ろ
う籠

な
ん
で
す
。
あ

る
程
度
公
的
な
お
墨
付
き
が
あ
っ
て
、

地
域
に
密
着
し
て
い
る
人
が
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
べ
き
で
す
。
協
議
し
て
い
る
時

間
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
い
ろ
ん
な
人
が

乱
立
す
る
と
収
集
が
つ
か
な
く
な
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
消
防
団
は
最
適
で

し
た
。
今
後
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
そ
う
い

う
人
た
ち
を
積
極
的
に
育
て
て
く
だ
さ

い
」

避
難
所
を
運
営
す
る
際
の

原
則役

員
を
決
め
た
ら
山
積
み
の
問
題
に

つ
い
て
策
を
取
り
決
め
、「
こ
う
や
り

た
い
で
す
、
で
は
な
く
、
こ
う
や
り
ま

す
」
と
佐
藤
さ
ん
は
強
引
に
事
を
進
め

ま
し
た
。
た
と
え
そ
れ
が
次
善
の
策
で

も
、
躊
躇
せ
ず
に
全
員
で
力
を
合
わ
せ

れ
ば
最
善
の
策
へ
と
転
化
で
き
る
か
ら

で
す
。

「
役
員
が
決
ま
っ
た
後
は
、
炊
事
す

る
人
、
洗
い
場
の
人
、
物
資
調
達
担
当

と
い
う
よ
う
に
、
全
員
が
役
割
を
持

つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
互
い
に

『
あ
り
が
と
う
、
ご
く

ろ
う
さ
ん
』
を
言
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
全

体
が
安
定
し
た
の
は

確
か
で
す
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
全
員
で
取
る
も
の

の
、
個
々
の
意
見
は
基

本
的
に
は
途
中
で
は
吸

い
上
げ
な
い
と
も
佐
藤

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
た

と
え
い
い
意
見
が
出
た

と
し
て
も
、
手
を
つ
け

た
こ
と
を
途
中
で
止
め

る
と
ス
ト
レ
ス
が
発
生

す
る
か
ら
で
す
。
始
め
た
こ
と
は
と
に

か
く
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
そ
の
時
点

で
新
た
な
意
見
の
芽
を
伸
ば
す
。
そ
れ

が
避
難
所
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す

る
た
め
の
原
則
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

報
告
の
最
後
を
佐
藤
さ
ん
は
こ
ん
な
言

葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
１
５
０
人
も
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

職
業
が
揃
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
で

き
な
い
こ
と
も
、
１
５
０
人
い
れ
ば
た

い
が
い
の
こ
と
は
で
き
る
ん
で
す
。
も

し
も
ま
た
大
震
災
が
起
き
た
際
は
、
ぜ

ひ
と
も
協
力
し
て
助
け
合
っ
て
生
き
延

び
て
く
だ
さ
い
」
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米崎小学校避難所で運営役員を務めた佐藤一男さん
（橋詰芳房　撮影）

体験報告会では会場との質疑応答も行われた
（橋詰芳房　撮影）
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基
調
講
演
と
意
見 

交
換
会

今
回
の
報
告
会
で
は
、
ま
ず
最
初
に

中
央
防
災
会
議
委
員
等
を
務
め
る
田
村

圭
子
新
潟
大
学
危
機
管
理
室
教
授
が
基

調
講
演
を
行
い
、
最
後
に
全
員
に
よ
る

意
見
交
換
の
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
話
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
真
剣
に

や
る
大
切
さ

田
村
教
授　
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
超
広
域
に
渡
る
複
合
災
害
は
世
界
的

に
も
例
が
な
く
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

に
対
し
て
世
界
が
非
常
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
防
災
を
担
う
た
め
に
は
、「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
３
つ
が
重
な
り
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
（
グ
ラ
フ
参
照
）、

実
際
は
こ
の
３
つ
は
乖
離
し
て
お
り
、

様
々
な
悲
劇
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

防
災
に
あ
た
っ
て
は
「
わ
が
こ
と
意
識

を
高
め
る
」
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

ま
た
、
震
災
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
冷
静

さ
を
保
つ
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
間
は
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
と
「
見
当
識
」
を
失
い
ま

す
。
い
ま
何
を
し
て
い
て
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
そ
の
点
で
、
今
回
の
釜
石
東
中
学
校

の
対
応
は
見
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
先
生　
学
校
が
海
の
近
く
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
津
波
が
来
る
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
は
リ
ア
ル
な

現
実
で
し
た
。
先
人
た
ち
の
教
え
、

津
波
の
怖
さ
を
ご
年
配
の
方
々
が

子
供
た
ち
に
語
っ
て
く
れ
て
い
ま

し
た
し
、
子
供
た
ち
も
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
真
剣
に
防
災
訓
練
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
今
回

の
体
験
を
通
し
て
、「
当
た
り
前
の

こ
と
を
真
剣
に
当
た
り
前
に
や
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
自

ら
に
エ
ー
ル
を
送
る
意
味
も
込
め

て
、
い
ま
子
供
た
ち
は
復
興
に
向

け
た
取
組
み
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
子
た
ち
の
活
動
も
ま
た
国
民
栄
誉

賞
に
相
応
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は

思
っ
て
い
る
ん
で
す
（
会
場
か
ら
拍
手
）。

自
然
に
気
遣
い
合
え
る
環
境

づ
く
り
を

佐
藤
さ
ん　
避
難
所
の
役
員
会
で
決

め
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。「
支
援
物

資
を
役
員
は
絶
対
に
先
に
取
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
す

る
と
、
い
い
こ
と
を
言
っ
て
も
誰
も
つ

い
て
こ
な
く
な
る
。
こ
れ
は
一
番
最
初

に
決
め
て
、
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に

移
る
最
後
ま
で
徹
底
し
ま
し
た
。

今
後
の
震
災
に
備
え
る
う
え
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、「
い
ざ
と
な
っ
た

ら
ど
こ
に
集
ま
る
か
」、
せ
め
て
こ
れ
だ

け
は
家
族
親
戚
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
一
つ
決
ま
っ

た
だ
け
で
、
万
が
一
の
際
に
不
安
が
一

つ
解
消
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
家

族
を
探
し
に
行
こ
う
と
し
て
津
波
に
遭

う
と
い
っ
た
判
断
の
間
違
い
も
少
な
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

田
村
教
授　
い
ま
は
努
力
し
な
い
と

絆
を
保
持
す
る
の
が
大
変
な
時
代
で
す
。

そ
う
い
う
絆
を
ぜ
ひ
作
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ん
、

学
校
と
地
域
の
立
場
か
ら
訴
え
ら
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
避
難
時
に

は
顔
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
大
切

で
、
ち
ょ
っ
と
の
声
が
け
や
見
守
り
が
、

人
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
ま
す
。
自
然
に

気
遣
い
合
え
る
よ
う
な
環
境
を
、
ぜ
ひ

普
段
か
ら
作
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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田村圭子新潟大学危機管理室教授
（橋詰芳房　撮影）

防災を担うためには、「自助」「共助」「公助」の３つが重なり合う
必要がある（上）が、実際はこの 3つは乖離している（下）
（田村圭子教授　提供）
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防災週間（８月 30 日〜９月５日）に先立つ主要
イベントとして、内閣府・防災推進協議会主催、
国営東京臨海広域防災公園・全国公民館連合

会・全労済共催による「防災フェア 2011」が８月 20 日・
21 日の２日間に渡って東京臨海広域防災公園内で開催
されました。
昨年７月に全面開園した同公園は災害発生時には首都

圏の現地対策本部として機能する広域防災拠点となり、
通常は防災学習施設「そなエリア東京」のある公園と
して利用されています。災害発生時に稼働するオペレー
ションルームも見学できる（両日の 12 〜 13 時）など、
防災フェアに相応しい会場となりました。
防災フェアでは様々なプログラムや展示が用意されま

した。１階のエントランス・ステージで両日に渡って開催
されたのが、防災ラジオドラマづくりとクラウンショー。
避難所の運営に関するラジオドラマの収録体験や防災を
テーマにしたピエロのショーが、笑顔とともに防災への
関心を誘いました。また、20 日には三遊亭京楽さんが
阪神大震災を題材にした防災落語三部作を披露。21 日
には理学博士の納口恭明氏による「Dr. ナダレンジャー
による防災科学実験ショー」が行われ、おもちゃを使っ
た防災知識の楽しい解説が軽快に繰り広げられました。
イベントブースでは東日本大震災写真パネル展示、

マップ作成システムを使った自分防災マップづくり、地

震時の建物の揺れが遊びながら学べる「紙ぶるるとス
トローハウス工作実験」、災害用伝言ダイヤル１７１の
体験コーナー、サバイバルカード作成、住まいの保障
と防災相談コーナーなど、様々な展示が来場者の関心
を集めました。展示ブースでは、防災推進協議会等に
よる防災関連展示が行われました。
会議室を使ったイベントにも数多くの来場者が詰めか

けました。20 日には災害時の公民館の活用をテーマと
した災害対策特別研修会、21 日には「東日本大震災か
ら学ぶ〜いかに生き延びたか〜」の体験報告会が行われ、
報告会にはＴＶをはじめとする多くのメディアが集まり
ました。また、レクチャールームでは 20 日に企業防災
セミナー、21 日には東日本大震災ボランティア合同説
明会が実施されました。
屋外では被災県である福島と茨城の６団体による農

産物の産品即売会、災害時に避難所として活用できる
トレーラ−ハウスの展示、起震車の展示と体験、災害
救助犬の実演（21 日は雨のため中止）を実施。起震車
は震度７の揺れを再現し、とても立っていられない強
震に体験者は一様に驚きの声を上げていました。
『もう「もしも」ではない〜思いを備えにつなげよう』
という今回の防災フェアのテーマは、確実に人々の意識
に浸透している──来場者の高い関心度からも、そのこ
とを強く実感させられる２日間でした。
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「防災フェア 2011」開催
もう「もしも」ではない　〜思いを備えにつなげよう〜

（左上から時計回り）福島と茨城の６団体による農産物の産品即売会、イベントブース「紙ぶるるとストローハウス工作実験」、自分防災マップづくり、起震車体験、
「Dr. ナダレンジャーによる防災科学実験ショー」、防災をテーマにしたクラウンショー
（橋詰芳房　撮影）

コラム
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平
成
23
年
度
総
合
防
災
訓
練

～
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
～

政
府
は
、
毎
年
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
を
中
心
に
、
関
係

地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
首
都
直

下
地
震
発
生
を
想
定
し
た
実
践
的
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

政
府
本
部
運
営
訓
練

　

総
理
官
邸
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
以
下
全
閣
僚
が
参
加
し
、

政
府
の
広
域
応
援
体
制
や
帰
宅
困
難
者
対
策
、
物
資
支
援
等
の
災
害

応
急
対
策
を
確
認
す
る
た
め
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
会
議
（
本
部
長

＝
内
閣
総
理
大
臣
、
副
本
部
長
＝
防
災
担
当
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
）

を
第
2
回
会
議
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
へ
の
呼
び
か
け

を
総
理
大
臣
記
者
会
見
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

閣
僚
の
安
否
確
認
訓
練

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
等
が
不
通
と
な
る
可

能
性
が
高
い
と
想
定
。
各
省
庁
の
リ
エ
ゾ
ン
（
連
絡
要
員
）
が
官
邸

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
参
集
し
、
中
央
防
災
無
線
等
に
よ
り
閣
僚
の

安
否
確
認
を
行
う
訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

閣
僚
の
徒
歩
参
集
訓
練

　

永
田
町
周
辺
の
道
路
損
壊
や
事
故
渋
滞
な
ど
に
よ
り
、
車
両
に
よ

る
参
集
が
で
き
な
い
と
の
想
定
の
下
、
閣
僚
の
徒
歩
に
よ
る
参
集
訓

練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
閣
僚
は
議
員
宿
舎
、
議
員
宿
舎
に
入
居
し
て
い
な
い
場
合
は
議

員
会
館
等
か
ら
、
官
邸
に
参
集
し
ま
し
た
。

広
域
医
療
搬
送
訓
練

　

埼
玉
県
、
新
潟
県
及
び
香
川
県
と
協
力
し
、
被
災
地
域
内
搬
送
拠

点
（
埼
玉
県
内
）
と
地
域
外
搬
送
拠
点
と
の
間
で
、
自
衛
隊
機
を
用

い
て
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
派
遣
、
患
者
の
搬
送

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）
が

平
野
防
災
担
当
大
臣
を
表
敬
訪
問

９
月
９
日
（
金
）、
国
連
の
防
災
活
動
に
関
す
る
国
連
各
機
関
の
取
り
ま

と
め
や
途
上
国
へ
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
「
国
連
国
際
防
災
戦
略

（
U
N
I
S
D
R
）」
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国

連
事
務
総
長
特
別
代
表
が
平
野
防
災
担
当
大
臣
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
平
野
大
臣
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
の
政
府
対
応
と
原

発
事
故
の
収
束
に
向
け
て
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別
代
表
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
世
界
が

共
感
し
、
支
援
し
て
い
る
旨
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
日
本
の
経
験
は

国
際
社
会
に
と
っ
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
政
府
と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
そ
の
経
験
を
共
有
し
て
い
き
た
い
、
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
野
大
臣
は
今
回
の
教
訓
の
例
と
し
て
、
通
常
レ
ベ
ル
の
津
波
に
対
し
て

は
堤
防
な
ど
の
構
造
物
が
有
用
で
あ
る
も
の
の
、
過
度
に
構
造
物
に
依
存
せ

ず
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、

今
後
、
国
際
社
会
と
知
見
や
経
験
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別

代
表
は
、
日
本
の
よ
う
に

発
展
し
た
国
で
の
災
害

に
は
、
様
々
な
分
野
を
統

合
し
て
減
災
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
だ
と
応

じ
、
２
０
１
２
年
に
予
定

さ
れ
て
い
る
自
然
災
害

に
関
す
る
国
際
会
議
や
、

２
０
１
５
年
に
日
本
が

招
致
を
表
明
し
て
い
る

国
連
防
災
世
界
会
議
の

成
功
に
向
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
連
携
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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防災の動き
Disaster Management News

ワルストロム特別代表の訪問を受ける平野防災担当大臣

災害派遣医療チーム（DMAT）による 
自衛隊機を用いた広域医療搬送訓練の様子
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今
回
の
地
震
・
津
波
被
害
の
特
徴
と

今
後
の
想
定
津
波
の
考
え
方

今
回
の
地
震
・
津
波
被
害
の
特
徴
と
検
証

◌◌
想
定
で
き
な
か
っ
た
M
９
・
０
の
巨
大
な
地

震
、
そ
れ
に
伴
う
津
波
に
よ
り
、
甚
大
な
人
的
・

物
的
被
害
が
発
生
し
た
。

◌◌
実
際
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
た
従
前
の
想

定◌

／
海
岸
保
全
施
設
等
に
過
度
に
依
存
し
た

防
災
対
策
／
実
現
象
を
下
回
っ
た
津
波
警
報

な
ど
が
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。

◌◌
反
省
と
教
訓
を
も
と
に
防
災
対
策
全
体
を
再

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

防
災
対
策
で
対
象
と
す
る
地
震
・
津
波
の

考
え
方

◌◌
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス

の
巨
大
な
地
震
・
津
波
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

◌◌
対
象
地
震
・
津
波
の
想
定
に
は
、
古
文
書
等

の
分
析
、
津
波
堆
積
物
調
査
、
海
岸
地
形
等

の
調
査
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
調
査

が
必
要
で
あ
る
。

◌◌
地
震
学
、
地
質
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
等
の

統
合
的
研
究
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

津
波
対
策
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
の

こ
れ
か
ら
の
想
定
津
波
の
考
え
方

今
後
の
津
波
対
策
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

二
つ
の
レ
ベ
ル
の
津
波
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

◌◌
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も
の
の
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

住
民
等
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
、
住
民
の
避
難
を
軸
に
、
と
り
う
る
手
段

を
尽
く
し
た
総
合
的
な
津
波
対
策
の
確
立
が

必
要
で
あ
る
。

◌◌
発
生
頻
度
は
高
く
、
津
波
高
は
低
い
も
の
の

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
津
波

人
命
保
護
に
加
え
、
住
民
財
産
の
保
護
、

地
域
の
経
済
活
動
の
安
定
化
、
効
率
的
な
生

産
拠
点
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
引
続
き
海
岸

保
全
施
設
等
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

地
震
・
津
波
対
策
の
方
向
性

津
波
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
に
つ

い
て

（
１
）
基
本
的
考
え
方

◌◌
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
て
は
、
被
害
の

最
小
化
を
主
眼
と
す
る
「
減
災
」
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
海
岸
保
全
施
設
等
の
ハ
ー
ド
対

策
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
整
備
な
ど
の
避
難

を
中
心
と
す
る
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ

て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

◌◌
津
波
か
ら
の
避
難
は
、
強
い
揺
れ
や
長
い
揺

れ
を
感
じ
た
場
合
、
迷
う
こ
と
な
く
自
ら
高

い
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

◌◌
津
波
到
達
時
間
が
短
い
地
域
で
は
、
概
ね
５

分
程
度
で
避
難
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
形
的

条
件
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
対

応
が
困
難
な
地
域
で
は
、
津
波
到
達
時
間
な

ど
を
考
慮
し
て
避
難
方
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
円
滑
な
避
難
行
動
の
た
め
の
体
制
整

備
と
ル
ー
ル
づ
く
り

◌◌
津
波
警
報
と
防
災
対
応

津
波
警
報
は
、
そ
の
伝
達
す
べ
き
内
容
に

つ
い
て
、
受
け
手
の
立
場
に
立
っ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
津
波
警
報
や
予
想
さ
れ
る
津
波

高
に
応
じ
た
防
災
活
動
・
避
難
行
動
に
つ
い
て
、

よ
り
具
体
的
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

◌◌
情
報
伝
達
体
制
の
充
実
・
強
化

津
波
襲
来
時
の
情
報
伝
達
は
、
防
災
行
政

無
線
、
J
-A
L
E
R
T
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

携
帯
電
話
、
ワ
ン
セ
グ
等
の
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
域
停
電
や
庁
舎

被
災
な
ど
を
想
定
し
た
対
応
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

◌◌
地
震
・
津
波
観
測
体
制
の
充
実
強
化

津
波
予
測
の
高
精
度
化
の
た
め
、
海
域
部
の

海
底
地
震
計
、
沖
合
水
圧
計
、
G
P
S
波
浪

計
等
の
観
測
体
制
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

◌◌
津
波
避
難
ビ
ル
等
の
指
定
、
避
難
場
所
や
避

難
路
の
整
備

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
て
避
難
場
所
・

津
波
避
難
ビ
ル
等
や
避
難
路
・
避
難
階
段
を
整

備
す
る
べ
き
で
あ
る
。
津
波
避
難
ビ
ル
等
に
つ

い
て
は
、
指
定
要
件
や
構
造
・
立
地
基
準
の
見

直
し
を
行
い
、整
備
を
促
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。

◌◌
避
難
誘
導
・
防
災
対
応
に
係
る
行
動
の
ル
ー

ル
化避

難
行
動
や
避
難
状
況
な
ど
に
つ
い
て
網

羅
的
に
調
査
分
析
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

津
波
到
達
時
間
内
で
の
防
災
対
応
や
避
難
誘

導
に
係
る
行
動
ル
ー
ル
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
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防災の動き
Disaster Management News

中央防災会議
「東北地方太平洋沖地震を教訓とした
地震・津波対策に関する専門調査会」報告
中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」 

（座長：河田惠昭関西大学社会安全研究科長・社会安全学部長・教授）は、東日本大震災を踏まえて
今後の地震・津波対策についての検討を重ね、平成 23 年 5 月 28 日から 4 ヶ月間全 12 回にわたる 
審議を経て、9 月 28 日に報告をとりまとめました。ここでは、報告の要点を紹介します。
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（
３
）
地
震
・
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

◌◌
多
重
防
護
と
施
設
整
備

津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
を
軽
減
し
、
避
難

の
た
め
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
長
く
す
る
た
め
、

粘
り
強
い
海
岸
保
全
施
設
等
や
多
重
防
護
と

し
て
の
道
路
盛
土
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

等
に
よ
る
二
線
堤
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

◌◌
行
政
関
連
施
設
、
福
祉
施
設
等
は
、
浸
水
リ

ス
ク
が
少
な
い
場
所
に
建
設

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に

お
い
て
も
、
行
政
・
社
会
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
行
政
関
連
施
設
、
避
難
場
所
、
福

祉
施
設
、
病
院
等
は
浸
水
リ
ス
ク
が
な
い
場

所
に
建
設
す
る
べ
き
で
あ
る
。

◌◌
地
域
防
災
計
画
と
都
市
計
画
の
有
機
的
な
連
携

地
域
防
災
計
画
と
都
市
計
画
を
有
機
的
に

連
携
さ
せ
、
長
期
的
な
視
点
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、

防
災
に
関
す
る
専
門
家
の
参
画
を
必
要
に
応

じ
て
求
め
る
。

（
４
）
津
波
に
対
す
る
防
災
意
識
の
向
上

◌◌
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実

配
布
す
る
こ
と
だ
け
で
認
知
度
を
高
め
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
内
容
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
伝
え
る
制

度
・
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

◌◌
徒
歩
避
難
原
則
の
徹
底
等
と
避
難
意
識
の
啓
発

徒
歩
に
よ
る
避
難
を
引
続
き
原
則
と
す
る
。

一
方
、
今
回
自
動
車
で
避
難
し
生
存
し
た
者
も

多
く
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
者
が
自

動
車
で
安
全
か
つ
確
実
に
避
難
で
き
る
方
策
に

つ
い
て
、今
後
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

◌◌
防
災
教
育
の
実
施
と
地
域
防
災
力
の
向
上

住
ん
で
い
る
地
域
の
特
徴
や
地
震
・
津
波
に

対
す
る
危
険
性
、
過
去
の
被
害
状
況
、
得
ら
れ
た

教
訓
に
つ
い
て
、
継
続
的
か
つ
充
実
し
た
防
災

教
育
を
全
国
的
に
実
施
し
、
住
民
に
お
い
て
も

共
有
し
て
い
く
取
組
を
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。

揺
れ
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対

策
に
つ
い
て

◌◌
建
築
物
の
計
画
的
な
耐
震
化
、
必
要
性
の
啓

発
活
動
強
化

耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
、
天
井
落
下
防

止
対
策
、
家
具
等
固
定
対
策
等
を
促
進
、
必

要
性
の
啓
発
活
動
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

◌◌
長
周
期
地
震
動
対
策
／
液
状
化
対
策

長
周
期
地
震
動
対
策
、
液
状
化
対
策
を
着

実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

被
害
想
定
に
つ
い
て

◌◌
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
被
害
想
定
手
法
・

項
目
の
見
直
し

今
回
の
被
害
を
十
分
に
調
査
分
析
し
、
改

善
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
防
災
対
策

推
進
の
効
果
を
定
量
的
に
示
す
手
法
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

◌◌
最
大
の
被
害
が
発
生
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
含
め

複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定

最
大
の
被
害
が
発
生
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
含
め
、

発
生
時
期
、
時
間
帯
、
気
象
状
況
等
が
異
な
る

複
数
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
に
向
け
て

今
後
の
大
規
模
地
震
に
備
え
て

◌◌
我
が
国
の
ど
こ
で
も
地
震
が
発
生
し
う
る
も

の
と
し
て
、
地
震
・
津
波
へ
の
備
え
を
万
全

に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

◌◌
南
海
ト
ラ
フ
に
お
け
る
海
溝
型
巨
大
地
震
対

策
は
国
土
全
体
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観

点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

◌◌
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
同
時
発
生
だ

け
で
な
く
、
時
間
差
発
生
や
内
陸
地
震
、
台

風
災
害
な
ど
と
の
複
合
災
害
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

◌◌
基
幹
産
業
の
被
災
に
よ
る
経
済
の
停
滞
を
防

ぐ
た
め
、
災
害
対
応
の
計
画
（
B
C
P
）
策

定
が
必
要
で
あ
る
。

◌◌
首
都
直
下
地
震
対
策
は
、
関
東
大
震
災
ク
ラ

ス
の
地
震
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

◌◌
防
災
基
本
計
画
は
、
津
波
対
策
に
関
す
る
記

述
を
大
幅
に
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
。

◌◌
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

指
針
等
は
内
容
を
十
分
に
検
証
し
、
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。

◌◌
災
害
対
策
法
制
、
危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
の
記
録
の
保
存
と
今
後
の

防
災
対
策
の
情
報
発
信

◌◌
記
録
を
後
世
へ
引
き
継
ぎ
、
知
見
や
教
訓
を

諸
外
国
に
対
し
て
広
く
情
報
発
信
す
る
必
要

が
あ
る
。
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座長の河田惠昭関西大学教授（右）から報告書を受け取る
平野防災担当大臣（左）
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平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨

１
．
豪
雨
の
概
況

７
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
前
線
が
朝

鮮
半
島
か
ら
北
陸
地
方
を
通
っ
て
関
東
の
東
に
停

滞
し
、
前
線
に
向
か
っ
て
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が

流
れ
込
ん
で
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に
な
り
ま
し

た
。新

潟
県
と
福
島
県
会
津
地
方
で
は
、
27
日
昼

頃
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
28
日
か
ら
は
断
続
的
に

１
時
間
に
80
㎜
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
降
り
ま
し

た
。27
日
12
時
か
ら
30
日
24
時
ま
で
の
総
雨
量
は
、

福
島
県
只
見
で
６
８
０
・
０
㎜
、
新
潟
県
加
茂
市

宮
寄
上
で
６
２
３
・
５
㎜
と
な
り
、
新
潟
県
で
は

広
い
範
囲
で
４
０
０
㎜
を
超
え
ま
し
た
。

気
象
庁
は
、
こ
の
豪
雨
が
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
顕
著
な
災
害
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、「
平
成

23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

２
．
被
害
の
状
況

こ
の
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
、
新
潟
県
及
び
福

島
県
を
中
心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
９
月
８
日
現

在
、
全
国
で
、
死
者
４
人
、
行
方
不
明
者
２
人
、

家
屋
全
壊
53
棟
、
家
屋
半
壊
９
３
１
棟
、
床
上
浸

水
約
1
千
棟
、
床
下
浸
水
約
8
千
棟
の
被
害
が
生

じ
、
そ
の
９
割
近
く
が
新
潟
県
に
お
け
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
農
林
水
産
業
の
被
害
、

断
水
、
土
砂
災
害
な
ど
が
多
く
発
生
し
ま

し
た
。
福
島
県
で
は
孤
立
地
区
が
生
じ
、

福
島
県
檜
枝
岐
村
は
全
域
が
孤
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
指
示
が
約
６
千
世
帯
約

２
万
１
千
人
、
避
難
勧
告
が
約
15
万
世
帯

約
45
万
人
に
発
令
さ
れ
、
大
規
模
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

３
．
政
府
の
対
応

７
月
29
日
午
前
９
時
15
分
に
官
邸
情
報

連
絡
室
を
、
30
日
午
前
９
時
に
内
閣
府
情

報
対
策
室
を
設
置
し
、
被
害
及
び
対
応
状

況
等
に
関
す
る
情
報
把
握
や
各
省
庁
間
の

情
報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。
７
月
30
日
と

31
日
に
は
、
新
潟
県
・
福
島
県
等
に
お
け

る
大
雨
に
関
す
る
災
害
対
策
関
係
省
庁
連

絡
会
議
を
開
催
し
、
政
府
及
び
被
災
地
方

公
共
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
災
害
応
急
対
策
に
万

全
を
期
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

ま
た
、
政
府
調
査
団
を
、
７
月
31
日
に
平
野
防

災
担
当
大
臣
を
団
長
に
し
て
新
潟
県
へ
、
８
月
２

日
に
東
内
閣
府
副
大
臣
（
防
災
担
当
）
を
団
長
に

し
て
福
島
県
へ
派
遣
し
、
被
災
地
で
被
害
状
況
を

直
接
把
握
す
る
と
と
も
に
被
災
者
の
声
を
聞
き
、

各
省
庁
に
よ
る
災
害
応
急
対
策
の
企
画
立
案
、
そ

の
実
施
に
活
か
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
台
風
第
12
号

１
．
台
風
第
12
号
の
概
況

８
月
25
日
９
時
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
西
の
海
上

で
発
生
し
た
台
風
第
12
号
は
、
日
本
の
南
海
上
を
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防災の動き
Disaster Management News

豪雨後の土のうによる応急対策の様子（新潟県）

畑の浸水やビニールハウスの損壊など、新潟・福島豪雨による
農地や農業施設の被害状況（新潟県）
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ゆ
っ
く
り
北
上
し
て
９
月
３
日
10
時
前
に
高
知
県

東
部
に
上
陸
し
、
四
国
地
方
、
中
国
地
方
を
縦
断

し
て
４
日
未
明
に
日
本
海
へ
進
み
ま
し
た
。
そ
の

後
も
ゆ
っ
く
り
北
上
を
続
け
、
５
日
15
時
に
温
帯

低
気
圧
に
変
わ
り
ま
し
た
。

台
風
第
12
号
は
動
き
が
遅
く
、
上
陸
後
も
大
型

の
勢
力
を
保
っ
て
い
た
た
め
、長
時
間
に
わ
た
り
、

台
風
周
辺
の
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、

西
日
本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
、
広
い
範
囲
で
記

録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
紀
伊
半
島
で

は
、
降
り
始
め
の
８
月
30
日
17
時
か
ら
の
総
降
水

量
が
、
多
い
所
で
１
８
０
０
㎜
を
超
え
ま
し
た
。

２
．
被
害
の
状
況

こ
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
全
国
に
わ
た
っ
て
い

て
、
特
に
和
歌
山
県
、
奈
良
県
及
び
三

重
県
で
は
、
河
川
の
は
ん
濫
や
山
間
部

に
お
け
る
土
砂
災
害
に
よ
り
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

９
月
30
日
現
在
、全
国
で
、死
者
73
人
、

行
方
不
明
者
20
人
、
家
屋
全
壊
1
7
8

棟
、
家
屋
半
壊
1
2
0
棟
、
床
上
浸
水

約
9
千
棟
、
床
下
浸
水
約
１
万
9
千
棟

の
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

農
林
水
産
業
・
文
化
財
へ
の
被
害
、
断

水
、
停
電
、
孤
立
地
区
の
発
生
な
ど
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
の

指
示
・
勧
告
は
対
象
人
数
が
全
国
合
計

で
１
０
０
万
人
を
超
え
る
大
規
模
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
９
月
30
日
ま
で
に
、

土
砂
崩
れ
等
に
よ
る
河
道
閉
塞

（
地
す
べ
り
な
ど
に
よ
り
河
川
の
流
れ
が

ふ
さ
が
れ
、
水
が
た
ま
る
現
象
）
が
7
箇

所
発
生
し
、
現
在
も
せ
き
止
め
ら
れ
た
水

が
突
如
流
れ
て
土
石
流
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
市
村
は
警

戒
区
域
の
設
定
を
行
い
、
住
民
等
の
出
入

り
を
制
限
す
る
な
ど
、
２
次
災
害
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

３
．
政
府
の
対
応

９
月
２
日
午
後
５
時
に
内
閣
府
情
報
対

策
室
を
、
９
月
３
日
午
前
９
時
に
官
邸
情

報
連
絡
室
を
設
置
し
、
気
象
や
被
害
状
況

等
に
関
す
る
情
報
把
握
や
各
省
庁
間
の
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
９
月
４
日
午

後
８
時
に
は
、
平
野
防
災
担
当
大
臣
を
本
部
長
と

す
る
「
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
台
風
第
12
号

非
常
災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
以

後
、
９
月
27
日
ま
で
に
７
回
の
本
部
会
議
を
開
催

し
、
被
害
状
況
及
び
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
る
と
と
も
に
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
、
政
府
及
び
被
災
地
方
公
共
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
災
害
応
急
対
策
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
９
月
９
日
に
野
田
内
閣
総
理
大
臣
が

三
重
県
、
奈
良
県
及
び
和
歌
山
県
内
の
被
災
地

を
視
察
し
た
ほ
か
、
政
府
調
査
団
を
２
団
編
成

し
派
遣
す
る
な
ど
、
被
災
地
の
状
況
を
直
接
把

握
し
、
非
常
災
害
対
策
本
部
や
各
省
庁
に
お
け

る
災
害
応
急
対
策
の
企
画
立
案
、
そ
の
実
施
に

活
か
し
て
い
ま
す
。
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台風 12 号によって崩れた土砂が川を堰き止めてできた河道閉塞 
（和歌山県田辺市熊野）

台風 12 号の被災地を視察する平野防災担当大臣（和歌山県那智勝浦町）
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平
成
23
年
７
月
29
日
、
総
理
官
邸
で
第

４
回
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部

会
合
が
開
か
れ
、「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」（
以
下
基
本
方
針
）
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
復
興
に
つ
い
て
は
、

仮
設
住
宅
建
設
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
、
交
通
網
、
農
地
・
漁
港
等
の
基
盤

等
の
復
旧
、
被
災
し
て
も
人
命
が
失
わ
れ
な
い

こ
と
を
最
重
視
し
た
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

等
の
推
進
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
、
防
災
を
中
心
に
要
点
を
紹

介
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

・
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
の
経
済
社
会
の
構
造
変

化
を
見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

・
高
齢
者
や
子
ど
も
、
女
性
、
障
害
者
な
ど
に
配

慮
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
公
共
交
通
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

「
減
災
」
の
考
え
方
に
基
づ
く

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
施
策
の

総
動
員

・「
多
重
防
御
」に
よ
る「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
拠
点
と

な
る
学
校
等
に
つ
い
て
、
各
種
施
設
の
整
備
等
の

ハ
ー
ド
面
と
教
職
員
の
役
割
等
の
ソ
フ
ト
面
か
ら

の
防
災
機
能
の
強
化
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た

国
づ
く
り

（
１
）
今
後
の
災
害
へ
の
備
え

基
本
方
針
に
は
、
今
後
の
津
波
防
災
対
策
の

検
討
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災

基
本
計
画
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
見
直
す
こ

と
、
津
波
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
で

は
、
将
来
想
起
さ
れ
る
災
害
復
興
に
役
立
つ
よ

う
全
国
で
活
用
可
能
な
一
般
的
な
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
等
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
発
生
が
心
配
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
で
は
、
被
害
像
の
明
確
化
及
び
被
害
軽
減

の
た
め
対
策
の
検
討
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

・
広
域
応
援
体
制
や
避
難
者
対
策
、
帰
宅
困
難

者
対
策
な
ど
首
都
直
下
地
震
等
の
対
策
を

検
証

・
地
震
・
津
波
等
の
観
測
・
監
視
・
予
測
体
制
の

強
化
、
津
波
警
報
の
改
善
を
は
じ
め
と
し
た
防

災
情
報
の
強
化

（
２
）
救
助
活
動

被
災
時
に
は
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
、

自
衛
隊
等
に
よ
る
長
期
間
、
広
範
囲
か
つ
大
規
模

な
活
動
、
救
援
活
動
や
救
急
・
救
出
救
助
活
動
が

迅
速
に
行
わ
れ
、
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
が

守
ら
れ
、
経
済
社
会
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

・
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
や
消

防
団
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
の
能
力
を
強
化

・「
逃
げ
る
」
こ
と
を
含
め
た
防
災
教
育
を
推
進
、

津
波
に
関
す
る
啓
発
の
充
実
強
化
や
減
災
教
育

の
た
め
の
教
材
作
成

・
被
災
者
各
個
人
・
世
帯
の
生
活
全
般
に
わ
た
る

生
活
再
建
を
き
め
細
か
く
支
援
す
る
具
体
的
な

取
組
方
策
の
検
討

（
３
）
震
災
に
関
す
る
学
術
調
査
、
災
害
の

記
録
と
伝
承

今
回
の
大
震
災
の
経
験
を
記
録
し
教
訓
と
す
る

た
め
、
政
府
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
誰
で
も
ア
ク

セ
ス
可
能
な
一
元
的
に
保
存
・
活
用
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
し
、
広
く
国
内
外
に
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

復
興
支
援
の
体
制
等

政
府
は
、
復
興
庁
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
計
画

で
す
が
、
発
足
ま
で
の
間
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
本
部
が
関
係
行
政
機
関
の
復
興
施
策
実
施

の
推
進
・
総
合
調
整
等
を
行
い
ま
す
。
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防災の動き
Disaster Management News東日本大震災からの 

復興の基本方針

基
本
方
針
の
全
文
は
対
策
本
部
の
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Q東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
害

が
広
域
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
後
も
支
援
の
手
は
必
要

で
す
。
津
波
を
被
っ
た
施
設
等
の
除
菌

作
業
、
買
い
物
支
援
、
学
習
指
導
な
ど
、

求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

被
災
地
の
役
に
立
ち
な
が
ら
、
実
際
に
起
き
た
こ
と
を

直
接
見
聞
き
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
気
持
ち
が
先
行
し
て
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
体
力
・
技
術
面
で
難
し
い
と
思
わ
れ
る

作
業
を
安
易
に
引
き
受
け
て
し
ま
う
と
、
怪
我
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
適
度

な
休
憩
や
十
分
な
水
分
と
栄
養
を
取
ら
な
い
と
、
疲
れ

や
す
く
免
疫
力
も
低
下
し
体
調
を
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
に
は
事
前
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
、
被
災
地
で
の
体
調
管
理
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
を
終
え
た
ら
手
洗
い
、
う
が
い
、
清
浄
剤
で
衛

生
を
保
ち
ま
す
。
作
業
中
に
負
傷
し
た
場
合
は
、
破
傷

風
な
ど
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
す
ぐ
に
水
洗
い
し
て
、
念

の
た
め
診
療
所
で
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
被
災
地

の
惨
状
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
り
、

被
災
者
の
悲
し
み

を
わ
が
事
の
よ
う

に
感
じ
た
り
す
る

こ
と
で
、
心
が
傷

つ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
い

て
集
中
力
が
低
下

す
る
、
無
気
力
に

な
る
、
寝
付
け
な

い
な
ど
の
変
化
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、

く
つ
ろ
げ
る
場
所
で
休
む
、
信
頼
の
お
け
る
人
と
話
を

す
る
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
安
全
と
健
康
が
活
動
の
基
本

で
す
。
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もし、一日前に戻れたら…

早く逃げれば良かった 
（70 代 女性）

当時私は 16 歳。寝入りばな、体を揺さぶられたような気
がして目が覚めました。横に姉が寝ていたから、起こそうか
と思ったけれど、たいしたことないだろうと思ってね。
しばらくしたら、すごい揺れがはじまって、「家がつぶれ

たらたいへんだ」と父が言って、素足のまま、親子 4人が外
へ飛び出しました。
ものすごい揺れだったから、とても立っておれなくて、4

人がお互い体を支えるようにして、道路の上へ座ったんです。
外は真っ暗で何も見えませんが、家がギシギシ音をたて、「こ
れ、止まるのかなあ」って思いました。

で、ようやく揺れがお
さまった時、逃げればい
いのに、寒いからと、ま
たみんなで布団の中へ
入ったんですよ。それか
ら 1、2分ぐらいでしょう
か。男の人の声で、「津波
が来るぞー」と 2回聞こ
えたのです。父が「早う
逃げなんだら、あかん」言うて、親子 4人が家の玄関の戸を
あけたときには、もう腰まで潮が来ていました。
今なら、布団にもどってしまうなんて考えられませんが、

親も津波の経験がなかったからだと思います。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/km/imp/

被災地でボランティア活
動をしたいのですが気を

付けることは何ですか。
無理のない日程、 
体力面を考慮した作業内容、 
疲労を感じたら休むなど
自己健康管理や安全に留意して
息長く活動しましょう。

防
災 

Q
&
A

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自
然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災
・
防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 19回

南海地震（昭和 21 年 12 月）

イラスト：井塚 剛
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桂
三
枝
さ
ん
が
「
減
災
ひ
ろ
め

る
芸
人
応
援
隊
長
」
に

内
閣
府
政
府
広
報
室
と
吉
本
興
業
株

式
会
社
の
協
力
に
よ
る
『
減
災
』
広
報

活
動
が
始
ま
り
、
８
月
29
日
、
政
府
広

報
室
と
吉
本
興
業
株
式
会
社
共
催
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
「
今
、
最
も
知
り
た
い
『
減

災
』
〜
47
都
道
府
県 

あ
な
た
の
街
に
〝
住

み
ま
す
〟
芸
人 

公
開
授
業
」
が
吉
本
興

業
東
京
本
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
減
災
』
と
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

を
完
全
に
防
ぐ
の
で
は
な
く
、
住
宅
の

耐
震
化
や
家
具
の
固
定
な
ど
様
々
な
準

備
を
通
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
減
ら

そ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

内
閣
府
の
『
減
災
』
推
進
活
動
に
吉

本
興
業
の
賛
同
を
得
て
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
全
都
道
府
県
に
散
ら
ば
っ
た

〝
住
み
ま
す
〟
芸
人
の
皆
さ
ん
が
、
各
地

で
『
減
災
』
広
報
活
動
に
も
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
〝
住

み
ま
す
〟
芸
人
40
組
68
名
が
登
場
。「
減

災
ひ
ろ
め
る
芸
人
」
と
し
て
の
今
後
の

活
動
を
誓
い
合
い
、「
減
災
ひ
ろ
め
る
芸

人
応
援
隊
長
」
に
任
命
さ
れ
た
桂
三
枝

さ
ん
が
全
員
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

激
励
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
平
野
達

男
防
災
担
当
大
臣
代
理
の
別
府
充
彦
政

18

大切なのは怖さを忘れず、
常に備え続けること

落語家

桂三枝さん

Active 
Human  
List 7

創
作
落
語
や
テ
レ
ビ
司
会
な
ど
で
精
力
的
な

活
動
を
続
け
る
桂
三
枝
さ
ん
。

９
月
１
日
の
防
災
の
日
を
前
に
、
新
た
に 

「
減
災
ひ
ろ
め
る
芸
人
応
援
隊
長
」
に
も
就
任

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
減
災
に
努
め
る

こ
と
が
い
か
に
大
切
か
。
そ
の
確
固
た
る
思

い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

かつら・さんし●落語家・タレント。1943 年大阪府堺市生ま
れ。1966 年に桂小文枝氏に弟子入り。ラジオの深夜番組やテ
レビの司会ですぐに圧倒的な人気を獲得。「新婚さんいらっ
しゃい !」は 2010 年放送 40 周年を迎えた。1981 年に創作落
語を定期的に発表する「落語現在派」を旗揚げし、現在まで
に 200 を超える作品を発表。海外でも落語会を開催するなど
精力的な活動を続ける。2003 年に第 6 代目上方落語協会会長
に就任。文化庁芸術祭演芸部門大賞、紫綬褒章、ほか受賞歴
多数。2012 年 7 月、六代目桂文枝を襲名予定。 
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府
広
報
室

長
か
ら
三

枝
さ
ん
に

減
災
グ
ッ

ズ
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
が

授
与
さ
れ
、

そ
の
後
、

福
和
伸
夫

名
古
屋
大

学
大
学
院

教
授
に
よ

る
「

今
、

最
も
知
り

た
い
『
減

災
』」
の
公

開
授
業
を

実
施
。
最
後
に
は
修
了
証
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

備
え
は
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に

こ
そ

「
こ
の
よ
う
な
活
動
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
私
は
〝
住
み
ま
す
〟
芸
人
が
本

当
に
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
時
が

来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
に
は
ず
っ
と
活
動
を
続
け
て
も

ら
い
、
減
災
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
だ
き
た
い
」

「
減
災
ひ
ろ
め
る
芸
人
」
に
そ
う
エ
ー

ル
を
送
っ
た
三
枝
さ
ん
自
ら
、
こ
の
７

月
に
宮
城
県
と
岩
手
県
の
被
災
地
を
訪

問
し
「
移
動
あ
お
ぞ
ら
花
月
」
を
開
い

て
い
ま
す
。

「
私
に
で
き
る
こ
と
は
笑
い
を
届
け

る
こ
と
し
か
な
い
ん
で
す
が
、
避
難
所

の
中
に
は
静
か
に
な
さ
り
た
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
押
し
つ
け
が
ま
し

く
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
方
法
と

タ
イ
ミ
ン
グ
を
慎
重
に
練
っ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
ふ
と
、
花
月
の
舞

台
を
そ
の
ま
ま
移
動
ト
ラ
ッ
ク
の
上
に

作
っ
て
お
伺
い
し
て
は
ど
う
か
と
思
っ

た
ん
で
す
」

「
ア
ー
ト
引
っ
越
し
セ
ン
タ
ー
様
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
全
面
的
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
、
背
景
が
日
の
出

の
イ
メ
ー
ジ
の
舞
台
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
舞
台
の
上
に
パ
イ
プ

椅
子
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
、
お
伺
い
し

た
わ
け
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
設
営
の

た
め
に
現
地
の
方
の
お
手
を
わ
ず
ら
わ

せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」

花
月
の
テ
ー
マ
音
楽
と
と
も
に
舞
台

が
現
れ
、
客
席
は
た
ち
ま
ち
笑
い
の
渦

に
。「
移
動
あ
お
ぞ
ら
花
月
」
は
大
好
評

で
し
た
。

「
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
一
番
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
か
な
ど
、
み
ん
な
で

い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
実
際

は
あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
く
、

い
つ
も
の
よ
う
に
舞
台
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
泣
き
な
が
ら
お
礼

を
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
バ
ス
が
去

る
際
に
は
、
追
い
か
け
た
り
い
つ
ま
で

も
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
み

な
さ
ん
本
当
に
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
」

三
枝
さ
ん
ご
自
身
も
、
小
学
生
の
時

に
ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
水
害
や
火
災
に
よ

る
実
家
の
焼
失
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

そ
の
体
験
が
今
も
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て

残
っ
て
い
る
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
災
害
の
怖
さ
と
い
う
の
は
、
実
際
に

経
験
し
て
み
な
い
と
な
か
な
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
私
は
今
も
、
玄
関
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
と
、
非
常
食
や
懐
中

電
灯
を
中
に
入
れ
た

リ
ュ
ッ
ク
を
置
い
て
あ

る
ん
で
す
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
後
に
は
枕

元
に
リ
ュ
ッ
ク
を
置
い

た
り
す
る
人
が
け
っ
こ

う
い
ま
し
た
が
、
今
も

続
け
て
い
る
方
は
減
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

こ
と
は
い
つ
ま
で
も

続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
こ
と
を
「
減

災
ひ
ろ
め
る
芸
人
」
の

み
ん
な
に
は
、
ぜ
ひ
と

も
伝
え
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

減
災
に
対
す
る
思
い

を
、
三
枝
さ
ん
は
こ
ん
な
言
葉
で
締
め

て
く
れ
ま
し
た
。

「
災
害
に
遭
っ
た
時
は
自
分
が
落
ち

着
い
て
行
動
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
事

で
す
し
、
周
り
の
人
を
助
け
て
お
役
に

立
つ
こ
と
も
大
切
で
す
『
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

私
も
「
減
災
ひ
ろ
め
る
芸
人
」
の
応
援

隊
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
一

生
懸
命
に
み
ん
な
と
と
も
に
勉
強
し
て
、

減
災
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

19

取
材
・
文
　
松
原
敏
雄

撮
影
　
橋
詰
　
芳
房

公開授業イベント。最前列左から、別府充彦政府広報室長、桂三枝さん、福和
伸夫名古屋大学大学院教授。後列は、「減災ひろめる芸人」の皆さん

福和伸夫名古屋大学大学院教授による「今、最も知りたい『減災』」
公開授業の様子
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利
根
川
の
決
壊
口
付
近
の
被
害

昭
和
22
年
９
月
15
日
午
後
９
時
頃
、
埼
玉
県

東
村
（
現
・
加
須
市
）
の
利
根
川
（
新
川

通
地
先
）
で
は
、
堤
防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
生
じ

て
、
必
死
の
水
防
活
動
（
堤
防
上
で
の
土
の
う
積

み
）
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
午
後
10
時
に
は
、
越

水
が
膝
ま
で
の
水
位
と
な
っ
て
水
防
が
で
き
な
く

な
り
、
栗
橋
（
埼
玉
県
）
の
利
根
川
水
位
が
最
高

水
位
に
達
し
た
16
日
０
時
20
分
頃
、
新
川
通
地
先

の
右
岸
堤
防
が
延
長
１
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
決
壊

し
た
。

決
壊
口
付
近
で
は
濁
流
の
勢
い
が
激
し
く
、
民

家
が
次
々
と
流
失
し
、
屋
根
の
上
に
す
が
り
な
が

ら
助
け
を
求
め
る
人
々
や
、
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ

た
牛
馬
の
光
景
は
、
と
て
も
こ
の
世
の
も
の
と
思

え
な
い
悲
惨
さ
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
利
根
町
で
は
死
者
12
名
、
行
方
不
明
６
名
、

栗
橋
町
で
死
者
18
名
、
行
方
不
明
１
名
な
ど
、
決

壊
地
点
に
近
い
町
村
が
人
的
被
害
の
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
て
い
る
。

氾
濫
流
の
流
下
に
よ
る
被
害

利
根
川
の
氾
濫
流
は
、
東
に
江
戸
川
、
西
に
荒

川
・
大
宮
台
地
に
囲
ま
れ
た
低
平
な
中
川
流
域
を

流
下
し
た
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
利
根
川
が
東
京
湾
に
向
か
っ

て
い
た
川
筋
で
あ
り
、
そ
こ
は
乱
流
し
た
河
川
の

氾
濫
原
で
あ
る
。
洪
水
が
運
ん
で
き
た
土
砂
は
、

氾
濫
に
よ
っ
て
堆
積
し
て
微
高
地
（
自
然
堤
防
）

を
作
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
氾
濫
水
が
と
り
残
さ

れ
て
湿
地
（
後
背
湿
地
）
が
生
ま
れ
る
。
や
が
て

後
背
湿
地
は
水
田
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
沖
積
平
野
が
も
つ
地
勢
は
洪
水
氾
濫
に
よ
っ
て

作
ら
れ
て
い
る
。

利
根
川
の
氾
濫
流
は
、
幾
つ
も
の
支
川
や
堤

防
、
微
地
形
（
地
形
図
で
は
判
別
し
づ
ら
い
微
細

な
地
形
）
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て
南
下
し
た
。
堤
防

に
沿
っ
て
流
れ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
堤
防
に
よ
っ

て
一
時
的
に
堰
き
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ

し
て
、
高
ま
っ
た
水
位
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た

堤
防
が
一
気
に
壊
れ
、
下
流
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
。
そ
れ
は
、
利
根
川
と
い
う
大
河
が
も
た

ら
す
大
流
量
の
氾
濫
結
果
で
も
あ
る
。
一
方
、
自

然
堤
防
の
上
に
建
て
ら
れ
た
集
落
で
は
、
難
を
逃

れ
た
も
の
も
多
く
、
低
平
地
で
の
水
害
か
ら
身
を

守
る
住
ま
い
方
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

16
日
午
前
５
時
頃
、
栗
橋
町
の
全
域
が
水
没
、

同
日
午
前
８
時
30
分
頃
に
は
行
幸
村
（
現
・
幸
手

20

1947 年 9 月

カスリーン台風
過
去
の

災
害
に

学
ぶ
33

利根川右岸（新川通地先）での堤防決壊（国土交通省利根川上流河川事務所）

か
つ
て
東
京
湾
に
注
ぎ
込
ん
で
い
た
利
根
川
は
、
水
害
対
策
や
流
域
開
発
の
た
め
に
行
わ
れ
た

利
根
川
東
遷
事
業
で
、
江
戸
時
代
に
千
葉
県
の
銚
子
方
向
へ
流
れ
る
よ
う
に
河
道
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
り
生
じ
た
氾
濫
流
は
、
元
の
川
筋
に
沿
っ
て
流
下
し
、

首
都
圏
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

そ
の

3
利
根
川
の
破
堤
と
首
都
圏
氾
濫

災害教訓の継承に関する専門調査会報告書
1947　カスリーン台風　http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/kyoukun/rep/1947-kathleenTYPHOON/
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市
）
と
桜
田
村
（
現
・
久
喜
市
）
が
満
水
、
翌
17

日
午
前
２
時
頃
に
は
氾
濫
水
が
東
武
野
田
線
の
盛

り
土
を
突
破
し
た
。

18
日
午
前
５
時
頃
に
は
、
吉
川
町
（
現
・
吉
川

市
）、
越
ヶ
谷
町
（
現
・
越
谷
市
）
に
達
し
、
午

後
７
時
頃
、
東
京
都
北
端
に
あ
た
る
葛
飾
区
水
元

小
合
新
町
の
大
場
川
桜
堤
が
６
ｍ
に
わ
た
り
決
壊

す
る
。
桜
堤
は
、
徳
川
時
代
よ
り
江
戸
へ
の
氾
濫

水
を
止
め
る
防
衛
線
で
、
こ
れ
を
破
っ
た
氾
濫
水

は
葛
飾
区
、
江
戸
川
区
、
足
立
区
に
流
れ
込
ん
で

被
害
を
拡
大
し
た
。 

20
日
午
前
３
時
頃
に
は
、
中
川
堤
防
を
破
っ
て

亀
有
（
葛
飾
区
）
を
満
水
に
さ
せ
た
が
、
同
日
午

後
２
時
頃
、
江
戸
川
区
船
堀
の
新
川
堤
防
に
到
達

し
た
と
こ
ろ
で
、氾
濫
流
は
、よ
う
や
く
停
止
し
た
。

そ
の
結
果
、
葛
飾
区
の
全
域
と
江
戸
川
区
や
足
立

区
の
ほ
ぼ
半
分
の
地
域
が
浸
水
し
た
（
図
１
）。

わ
が
国
最
大
の
流
域
面
積
を
も
つ
利
根
川
が

も
た
ら
し
た
氾
濫
は
大
流
量
で
、
付
け
替
え
ら
れ

た
利
根
川
の
川
筋
（
注
）
か
ら
離
れ
、
元
来
の
姿
に

も
ど
っ
て
流
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

そ
の
利
根
川
固
有
の
事
情
は
今
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。
堤
防
は
、
洪
水
に
耐
え
ら
れ
れ
ば
良
い

が
、
耐
え
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
高
い
堤
防
ほ
ど

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
現
在
の
利
根
川
堤
防

は
、
10
ｍ
を
超
え
る
高
さ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
大
河
が
氾
濫
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
決
し
て
想
定
外
で
は
な

い
こ
と
を
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
教
訓
と
し
て
学
び

た
い
。

（
注
）
千
葉
県
銚
子
か
ら
太
平
洋
に
注
ぐ
現
在
の
流

れ
。
江
戸
時
代
の
東
遷
事
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
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清
水
義
彦
（
群
馬
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）

図１　カスリーン台風での利根川氾濫流の流下過程
（現況の地盤特性での氾濫シミュレーションは、国土交通省利根川上流河川事務所
HPに掲載されている）

葛飾家屋浸水状況（国土交通省利根川上流河川事務所）
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２
０
１
０
年
８
月
、
西
大
和
６
自
治
会
連
絡
会

（
以
下
「
西
大
和
」）
は
、
数
年
来
の
懸
案
事

項
と
な
っ
て
い
た
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難

訓
練
」
を
初
め
て
実
施
し
た
。

防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
応
募
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
地
域
恒
例
の
「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
」
と
連
携
さ
せ
る
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
参

加
す
る
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
の
効
果

「
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」（
小
学
生
対
象
）

は
、
６
つ
の
自
治
会
の
一
つ
、
桜
ヶ
丘
２
丁
目
自
治
会

が
２
０
０
５
年
か
ら
毎
夏
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
だ
。

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
い
れ
た
防
災
学

習
の
ほ
か
、
消
火
器
や
救
出
用
資
器
材
の
訓
練
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練
」
は
、
役
場
や
教
育

委
員
会
な
ど
の
町
内
の
関
係
者
や
他
の
自
治
会
会
長
ら

が
見
守
る
中
、
キ
ャ
ン
プ
第
１
日
目
午

前
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。訓

練
で
は
、
住
民
が
本
部
、
安
否
確

認
班
、
救
助
班
な
ど
に
わ
か
れ
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
、
要
援
護
者
に
扮
し
た
住
民
の
発
見

か
ら
、
リ
ヤ
カ
ー
や
車
椅
子
に
よ
る
本

部
へ
の
救
助
搬
送
ま
で
を
行
っ
た
。
小

学
校
高
学
年
生
の
子
ど
も
た
ち
で
＂
子

ど
も
班
”
を
編
成
。
大
人
と
同
様
の
メ

ニ
ュ
ー
を
見
事
に
こ
な
し
た
。

訓
練
後
に
行
わ
れ
た
反
省
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
「
救
助
班
が
来
る

の
が
遅
か
っ
た
」
な
ど
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
と
思
わ
れ

る
厳
し
い
意
見
も
飛
び
出
し
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

「
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
６
年
間

や
っ
て
き
た
効
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
行
う
地
域
防
災
力
向
上
作
戦

奈
良
県
北き
た
か
つ
ら
ぎ
ぐ
ん
か
ん
ま
き
ち
ょ
う

葛
城
郡
上
牧
町
に
あ
る
西
大
和
６
自
治
会
連
絡
会
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
、 

み
ん
な
が
参
加
し
て
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
訓
練
」
に
挑
戦
し
た
。

第 8回

第１回、２回目の災害時要援護者避難訓練の様子。（左上から時計回り）＂子ども班”による訓練出発、要援護者の
搬送、医師・看護師によるケア、トランシーバーで安否確認班からの連絡を受ける＂子ども班”本部





東日本大震災
復興支援の情報サイト

政府のホームページでは、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報を掲載しています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

義援金の受付手続きを案内しています。 
皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、 

被災者の方々へ届けられます。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成24年3月31日（土）まで

受付手続き
全国の銀行、信用金庫の本店又は支店、郵便局の指定
口座にお振込み下さい。口座名義はいずれの銀行も 

「東日本大震災義援金政府窓口」です。

http://www.cao.go.jp/gienkin/

ハンドブック

被災された方に役立つ情報をまとめた各種冊子が
ダウンロードできます。

「仮設住宅くらしの手引き」
仮設住宅で暮らす方のための、心のケアなどの生活情報

「生活支援ハンドブック」
健康や生活再建に向けた大切な情報

「税制支援ハンドブック」
被災された方の支援やご負担軽減のための「税制」解説

「生活再建・事業再建ハンドブック」
生活、事業の再建に向けた様々な政策解説

http://www.kantei.go.jp/saigai/handbook/

復興アクション

「復興アクション」とは、風評に惑わされない、過度な自粛はやめる、節電を心がける
など、被災地のために、普段の暮らしの中で私達が出来る取り組みです。

様々な活動レポートや応援ツイートがご覧いただけるほか、復興アクションによる 
応援の輪を広げるためのバナーやロゴなどの応援ツールもダウンロードが可能です。

http://fukko.gov-online.go.jp/

内閣府防災情報のページ

被害状況や、中央防災会議における被害状況分析と 
対策検討状況、また、被災者支援制度や東日本大震災
財特法、激甚災害法、防災ボランティア等に関する 

情報を紹介しています。
関係府省庁および岩手県、宮城県、福島県の東日本 
大震災情報ページへのリンクも集められています。

http://www.bousai.go.jp/

東日本大震災への対応 

〜首相官邸災害対策ページ〜

「首相官邸災害対策ページ」では、東日本大震災に 
関する大切な最新の情報を随時掲載しています。また

「官邸災害情報ツイッター」では、官房長官の会見要旨
や、その日のトピックスなどを紹介しています。

http://www.kantei.go.jp/saigai/
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